
 まだ一般のとうや芋の選別作業をしている 9月下旬、気の

早い雪虫を見掛ける。10 月に入り自然農法の芋の選別が始

まり 1 週間程で終了。長かった２ヶ月に及ぶ芋の収穫・選

別・箱詰め作業が終わった。自然農法の畑では、僅かだがビ

ーツが収穫を待っている。２反程の黒大豆は、既に葉を落と

し莢が目立っている。一般のビートの収穫を始める１週間程

の間でこれらの収穫を終わらせ、ビートの収穫作業が始まっ

た。そして１１月初め無事にビートの収穫も終わり、収穫し

て積んである黒大豆の脱穀を待つ状態になっている。 

  １日： 一般ビート収穫完了 

  ６日： 黒大豆 脱穀 

  ８日： 立冬 

 １２日： 満月 旧 １０月 １６日 

 ２２日： 小雪 

 ２７日： 新月 旧 １１月 １日 

  

  昨年調子の悪かった「豆刈り機」。今年は、7 月の時間の

ある時に機械を点検。自分の想像以外に、Ｖベルト２本の摩耗

に気付き交換。本番は、順調に刈取り作業が出来ましたが、

作業時期が遅かった為か、畑に大豆が結構な量落ちています。 

 収穫量は、ニオ積

みのクロが９個出来

て、昨年より４個程

多くなっています。

作業時間は、二人で

一日半掛かっていま

す。 

 

 

１１月６日、会報の完成を先延ばしにして黒大豆を脱穀し

ました。１０時頃から始めた作業。直ぐにベルトが切れて購

入に走り、１２時に作業再開。１６時を過ぎて薄暗くなる頃

に作業終了。後片付けをしているうちに真っ暗になり、「秋

の陽は、つるべ落とし」といいますが、毎日の様に、それを

実感する晩秋の夕暮れの農作業。 

 今年の農作業の片付け、来年に向けての畑の準備等が済ん

でから脱穀した黒大豆の選別作業が始まります。 

一般社団法人 

ＭＯＡ自然農法 

文化事業団 

美美美幌幌幌会会会 

    感謝と健康をベースにした 人・家庭・まちづくり   
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